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I                

。 

勤
労
福
祉
に
つ
い
て 

 
 

お
知
ら
せ 
①
三
宅
島
自
主
保
育
サ
ー

ク
ル
「
ど
る
ふ
ぃ
ん
」
の

開
催
予
定
の
お
知
ら
せ 

 
 
 

第
４
回
目
も
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
、
保
育
園
の
先
生
方

に
参
加
い
た
だ
い
て
、
子
供
た
ち
も

外
で
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

今
後
の
予
定
で
す 

 

第
６
回 

１
２
月
２
２
日
（
金
） 

１
１
時
～
１
５
時
予
定 

第
７
回 

 

１
月
１
２
日
（
金
） 

 

１
１
時
～
１
５
時
予
定 

第
８
回 

 

１
月
２
６
日
（
金
） 

 

１
１
時
～
１
５
時
予
定 

第
９
回 

 

２
月 

９
日
（
金
） 

 
 

１
１
時
～
１
５
時
予
定 

第
１
０
回 

２
月
２
３
日
（
金
） 

 
 

１
１
時
～
１
５
時
予
定 

 

場
所
は
す
べ
て
「
せ
い
が
の
森

保
育
園
」（
八
王
子
市
別
所 

１
―

５
８
）
で
す
。
京
王
線
京
王
堀
之

内
駅
か
ら
南
大
沢
駅
行
き
の
バ
ス

で
「
別
所
１
丁
目
」
で
降
り
て
す

ぐ
か
、
京
王
線
南
大
沢
駅
か
ら
京

王
堀
之
内
駅
行
き
の
バ
ス
で
「
別
所

１
丁
目
」
で
降
り
て
す
ぐ
で
す
。 

基
本
的
に
、
自
由
集
合
、
自
由
解

散
で
す
。
お
昼
も
、
食
べ
て
か
ら
来

て
も
い
い
で
す
し
、
持
っ
て
き
て
も

い
い
し
、
近
く
に
コ
ン
ビ
ニ
が
あ
る 

の
で
、
買
う
こ
と
も
出
来
ま
す
。 

この情報紙はホームページでも
ご覧になれます。 
http://miyakejima.injapan.net/ 
http://www.miyakejima.net/tam
a-tayori/ 
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＜お知らせ＞ 

①三宅島自主保育サークル「どるふぃん」の開催予定のお知らせ 

②役場からの連絡事項  
③被災者生活再建支援法に基づく長期避難世帯の認定及び都の対応について 

④被災者生活再建支援法に基づく申請受付について 

⑤三宅島避難島民に対する都営住宅等の使用許可期間の延長について 

⑥三宅島、新島、神津島近海地震等に係る義援金の各村への第２回配分につ

いて 

⑦クリスマスケーキのプレゼントのお知らせ 
⑧チャイルドシートの貸し出しについて 
＜多摩ニュータウン地域の御案内＞ 

①多摩のお出かけスポット～第２回 
＜ご報告＞ 

①１２月３日開催の島民ふれあい集会での火山噴火予知連絡会井田喜明会長

講演趣旨 
②都民交響楽団の「がんばれ！三宅島チャリティコンサート」のお礼 
③ベビーカーバンクの実績 
④１１／３０開催の三宅島自主保育サークル「どるふぃん」in 大妻女子大学
の様子 
⑤鼓童文化財団｢三宅島支援～太鼓デモンストレーション＆トーク｣ 
＜催し物の御案内＞ 
①１２／１９の三宅島自主保育サークル「どるふぃん」in 大妻女子大学での
クリスマス会の御案内 
＜三宅島住民の声＞ 

① 神着、利八屋の持論(2)：この災害は「時間の災害」だな。 
＜大妻女子大学から三宅島のみなさんへ＞ 
＜むすぶ会から三宅島のみなさんへ＞ 
①みなさん、お変わりございませんか？ 
 

アカコッコ 
三宅・多摩だより 

第 7  号   
  平成 1 2 年 1 2 月 1 0 日発行 
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連
絡
先 

高
梨
典
子 

 
電
話
０
４
２
６
―
７
５
―
６
６
３
７ 

（
文
責 
岩
田
紀
子
） 

 
 
 

 

②
役
場
か
ら
の
連
絡
事
項 

http://www.miyakejima.net/ 

『
総
務
課
』 

｢

家
屋
等
の
現
況
調
査
に
つ
い
て｣  

東
京
都
と
三
宅
村
は
、
１
１
月
１

１
日
よ
り
現
地
に
職
員
を
派
遣
し
、

家
屋
等
の
状
況
の
写
真
撮
影
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
避
難
し
て

い
る
皆
さ
ん
に
所
有
し
て
い
る
家
屋 

等
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

全
て
の
住
宅
の
写
真
撮
影
を
行
い
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
併
せ
て
公
共
施
設
等
の
状

況
調
査
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
天
候

の
具
合
で
島
に
上
陸
で
き
る
日
が
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
時
間
が
か

か
り
ま
す
が
、
準
備
が
で
き
ま
し
た

ら
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

総
務
課
庶
務
係 

担
当 

佐
久
間 
 

電
話
Ｏ
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
２
１  

 

『
保
健
福
祉
課
』 

 

｢

児
童
福
祉
に
つ
い
て｣ 

 
 

各
種
児
童
手
当
は
従
前
ど
お
り
支

給
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
出
生
な

ど
に
よ
り
新
規
に
該
当
に
な
っ
た
方
、 

あ
る
い
は
児
童
の
数
に
変
更
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
申
請
下
さ
い
。  
 

 

乳
幼
児
医
療
証
に
つ
い
て
は
、
１

０
月
か
ら
５
歳
未
満
ま
で
拡
大
し
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。 

 

出
生
な
ど
に
よ
り
新
規
に
該
当
に

な
っ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
申

請
下
さ
い
。  
 

 

保
育
園
の
入
所
に
つ
い
て
は
、
避

難
先
の
区
市
町
村
あ
る
い
は
福
祉
事

務
所
に
て
申
し
込
み
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総

合
事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉

係 

担
当 

斎
藤 

 

電
話
Ｏ
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
４
３  

｢

妊
産
婦
・
乳
幼
児
に
つ
い
て｣ 

 
 

母
子
手
帳
の
交
付
・
妊
産
婦
検
診 

・
乳
幼
児
健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、

避
難
先
区
市
町
村
に
お
い
て
実
施
で

き
ま
す
の
で
、
避
難
先
の
区
市
町
村

へ
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。  

 

 

ま
た
、
乳
幼
児
の
定
期
予
防
接
種

に
つ
い
て
も
同
様
で
す
の
で
、
併
せ

て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

な
お
、
費
用
に
つ
い
て
は
基
本
的

に
村
か
ら
依
頼
し
た
区
市
町
村
へ
お

支
払
い
致
し
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
一
部
地
域
で
は
実
費
請

求
さ
れ
る
区
市
町
村
も
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
、

一
時
立
て
替
え
て
い
た
だ
き
、
領
収

証
に
て
後
日
お
戻
し
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

松
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
４
０  

 

｢
高
齢
者
に
つ
い
て｣ 

 
 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
特
別

徴
収
者
は
普
通
徴
収
に
変
更
い
た
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
１
２
月
に
振
り
込
ま

れ
る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
な
い
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
納
期
に
つ
い
て
も
延
長
措

置
を
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
普

通
徴
収
の
方
に
つ
い
て
も
納
期
延
長

の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
お
り
ま
す
。 

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
に
な
っ
た

方
は
、
介
護
保
険
の
認
定
申
請
を
し

て
下
さ
い
。
後
日
、
訪
問
調
査
員
が

避
難
先
へ
調
査
に
伺
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
７
Ｏ
歳
以
上
の
方
は
老
人

保
健
の
医
療
証
、
６
９
歳
ま
で
の
方

は
医
療
費
助
成
証
を
交
付
い
た
し
ま

す
。
紛
失
な
ど
の
場
合
は
再
交
付
を

い
た
し
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
下
さ

い
。 ７
Ｏ
歳
以
上
の
方
で
シ
ル
バ
ー
パ

ス
を
お
持
ち
の
方
は
、
更
新
手
続
き

を
し
て
お
り
ま
す
。
有
料
（
１
千
円
、

５
千
円
、
２
万
５
１
０
円
の
３
種

類
）
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
新
し

い
パ
ス
を
お
持
ち
で
な
い
方
、
あ
る

い
は
新
た
に
７
Ｏ
歳
に
な
っ
た
方
は
、

お
近
く
の
バ
ス
会
社
な
ど
の
案
内
所

へ
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
が
判
る
も

の
な
ど
を
持
っ
て
、
お
受
け
取
り
下

さ
い
。  

 

 

島
で
実
施
し
て
い
た
成
人
病
検
診

は
、
避
難
先
の
区
市
町
村
に
お
い
て
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受
診
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま

す
。 

 

実
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
関

係
機
関
と
調
整
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

関  

電
話
Ｏ
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
４
０ 

 ｢

障
害
者
に
つ
い
て｣ 

 
 

避
難
し
て
か
ら
障
害
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
申
請
を
し
て
下
さ
い
。
都
営

交
通
の
無
料
乗
車
券
の
発
行
な
ど
、

各
種
の
助
成
制
度
が
受
け
ら
れ
ま
す

の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
重
度
の
障
害
の
あ
る
方
は
、

医
療
費
助
成
証
の
交
付
な
ど
の
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
相
談

下
さ
い
。  

な
お
、
車
イ
ス
な
ど
の
補
装
具
等

が
必
要
な
方
は
、
介
護
保
険
の
制
度

と
障
害
者
福
祉
制
度
と
で
対
応
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

服
部 

０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

内
線 

４
５
―
６
５
１  

｢

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て｣ 

 
 

ひ
と
り
親
家
庭
に
関
し
ま
し
て
は

児
童
扶
養
手
当(

母
子)

、
児
童
育
成

手
当
を
従
前
ど
お
り
支
給
し
て
お
り

ま
す
。 
ま
た
、
医
療
費
助
成
証
に
つ
い
て

は
、
来
年
１
月
か
ら
新
し
い
医
療
証

に
替
わ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
来
月

現
況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す

の
で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

斎
藤 

 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
４
３ 

  ｢

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て｣ 

 
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
の
保
険
税
は
納
期
の
延
長
を
し
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
入
院
な
ど
に
よ
り
高
額
に

医
療
費
が
掛
か
っ
た
場
合
に
は
、
基

準
を
超
え
た
分
を
お
戻
し
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

相
馬 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
４
３ 

  
 

「
島
外
避
難
者
生
活
支
援
対
策
に
つ

い
て
」 

 
 

三
宅
村
で
は
、
村
単
独
事
業
と
し

て
「
島
外
生
活
支
援
対
策
」
と
し
て
、

平
成
１
２
年
６
月
２
６
日
時
点
の 

住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
「
世
帯
主
」

に
２
万
円
の
商
品
券
を
、
今
月
末
を

目
途
に
配
布
い
た
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

富
井 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
５
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

使
用
料
・
手
数
料
の
減
免
に
つ
い

て｣ 
 
 

三
宅
島
噴
火
災
害
に
よ
る
全
島
民

島
外
避
難
に
伴
い
、
保
健
福
祉
課
課

所
管
の
使
用
料
及
び
手
数
料
を
、
次

の
と
お
り
免
除
致
し
ま
す
。 

墓
地
管
理
料 

平
成
１
２
年
度
分

に
つ
い
て
は
、
全
額
免
除
い
た
し
ま

す
。
ご
み
収
集
手
数
料
、
平
成
１
２

年
９
月
１
日
以
降
、
帰
島
ま
で
の
間

は
減
免
い
た
し
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係 

担
当 

菊
池 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
４
３  

 

『
建
設
課
』 

 
 

「
都
営
住
宅
の
借
り
換
え
に
つ
い

て
」 

 
 

現
在
、
都
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

る
方
か
ら
の
申
し
込
み
は
、
原
則
的

に
受
理
で
き
ま
せ
ん
。 
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た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場

合
は
、
申
し
込
み
を
受
付
い
た
し
ま

す
が
、
最
終
的
に
は
東
京
都
住
宅
局

で
検
討
を
行
い
決
定
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

な
お
、
同
居
人
の
変
更
等
、
当
初

の
申
請
内
容
に
変
更
の
あ
る
方
は
、

必
ず
住
宅
供
給
公
社
窓
口
セ
ン
タ
ー

（
入
居
の
と
き
に
鍵
を
受
け
取
っ
た

所
）
を
通
じ
て
東
京
都
へ
届
け
出
て

下
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

建
設
課
管
理
係 

担
当 

前
田 

 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
５
２  

 

 

「
都
営
住
宅
の
入
居
期
間
に
つ
い

て
」  

 

都
営
住
宅
等
の
使
用
期
間
の
延
長

が
始
ま
り
ま
し
た
。
都
営
住
宅
は
東

京
都
住
宅
局
よ
り
直
接
、
継
続
（
３

ヶ
月
）
の
許
可
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
更
新
の
申
請
は

不
用
と
な
り
ま
す
。 

 

な
お
、
都
営
住
宅
以
外
の
取
り
扱

い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
都
と
同

様
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主
体
（
公
社
、

区
、
市
、
他
県
、
公
団
）
に
要
請
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

更
新
に
伴
う
事
務
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
主
体
の
指

示
に
従
っ
て
下
さ
い
。  

 

 

ま
た
、
皆
さ
ん
ご
心
配
の
６
ヶ
月

経
過
後
の
取
り
扱
い
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
三
宅
村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

火
山
活
動
が
長
引
き
、
そ
の
必
要
が

あ
る
と
い
う
時
点
で
、
東
京
都
に
対

し
ま
し
て
引
き
続
き
住
宅
使
用
期
間

延
長
の
要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

建
設
課
管
理
係 

担
当 

宮
田 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
５
０ 

｢

各
種
使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て｣ 

 
 

給
水
使
用
料
、
住
宅
使
用
料
及
び

農
業
用
水
使
用
料
は
島
外
避
難
に
伴

い
、
平
成
１
２
年
９
月
分
よ
り
帰
島

ま
で
の
間
は
、
使
用
料
を
免
除
い
た

し
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

建
設
課
管
理
係 

担
当 

宮
田 

 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
５
０  

 
 

｢

防
集
団
地
貸
付
料
の
納
期
延
長
に

つ
い
て｣  

 

防
集
団
地
貸
付
料
は
島
外
避
難
に

伴
い
、
平
成
１
２
年
９
月
分
よ
り
帰

島
ま
で
の
間
は
、
貸
付
料
の
納
期
を

延
長
い
た
し
ま
す
。  

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
新
宿
総
合

事
務
所 

建
設
課
管
理
係 

担
当 

宮
田 

 

電
話
０
３
―
５
３
２
１
―
１
１
１
１

（
代
） 

内
線 

４
５
―
６
５
Ｏ  

 

『
企
業
課
』 

 
 

｢
巡
回
訪
問
に
つ
い
て｣ 

 
 

前
回
の
所
在
確
認
に
引
き
続
き
、

今
回
は
６
５
歳
以
上
の
一
人
暮
し
の

方
を
重
点
に
、
巡
回
訪
問
を
行
い
、

身
の
上
相
談
等
を
聞
き
取
り
、
今
後

の
生
活
支
援
に
役
立
て
て
行
く
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先:

三
宅
村
立
川
事
務

所 

企
業
課 

担
当 

浅
沼 

 
 
 
 
 
 
 
 

直
通
電
話 

０
４
２
―
５
２
９
―
１
０
５
１ 

 
 
 
 
 
 

三
宅
村
東
京
事
務
所 

企
業
課 

担

当 

宮
原 

 
 
 
 
 
 
 
 

直
通
電
話 

０
３
―
３
４
３
５
―
７
１
４
１ 

 
 
 
 

｢

就
職
相
談
に
つ
い
て｣ 

 
 

現
在
、
村
で
は
東
京
・
立
川
事
務

所
に
お
い
て
職
業
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
職
業
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

三
宅
島
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
方

の
為
に
、
求
人
情
報
が
１
、
８
０
０

件
程
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
き
て
い
る
の

で
、
そ
の
情
報
等
を
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
ま
だ
就
職
さ
れ
て
な
い
方

は
、
こ
の
相
談
窓
口
を
積
極
的
に
ご

利
用
下
さ
い
。  

三
宅
村
東
京
事
務
所 

企
業
課 

担

当 

宮
原 

直
通
電
話 

０
３
―
３
４
３
５
―
７
１
４
１ 

 
 『

教
育
委
員
会
』 
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「
冬
休
み
に
つ
い
て
」 

 
１
２
月
２
３
日(

土)  

２
学
期
終
業

式
（
全
児
童
・
生
徒
帰
宅
） 

 
 

１
２
月
２
４
日(
日)  

冬
休
み 

１
２
月
２
５
日(
月)  

振
替
休
日 

１
月
８
日(

月) 

児
童
・
生
徒
帰
寮

日
（
夕
食
有
り
）  

 
 

１
月
９
日(

火)  

３
学
期
始
業
式 

問
い
合
わ
せ
先:

教
育
委
員
会 
担

当 

長
谷
川 

 
 
 

直
通
電
話 

０
４
２
―
５
５
０
―
９
１
４
９ 

 

 

「
成
人
式
に
つ
い
て
」 

 

日
時 

平
成
１
３
年
１
月
８
日

（
月
） 

１
３
時
～
１
５
時 

場
所:

ザ
・
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
（
電

話:

０
４
２
―
５
２
１
―
１
１
１

１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

立
川
市
錦
町
１
―
２
―
１  

成
人
対
象
者 

５
９
名
（
Ｓ
５
５
年

４
月
２
日
生
～
Ｓ
５
６
年
４
月
１
日

生
）  

問
い
合
わ
せ
先:

教
育
委
員
会 

担

当 

長
谷
川 
 
 
 

直
通
電
話 

０
４
２
―
５
５
０
―
９
１
４
９  

 

「
雪
国
体
験
学
習
に
つ
い
て
」 

 

実
施
日 

平
成
１
３
年
２
月
１
３
日

（
土
）
～
１
６
日
（
火
） 

場 

所 

秋
田
県
増
田
町  

宿
泊
先 

林
旅
館
、
真
人
温
泉
旅
館  

対 

象 

秋
川
在
学
の
中
学
二
年
生

全
員 

３
泊
４
日  

問
い
合
わ
せ
先:

教
育
委
員
会 

担

当 

長
谷
川 

 
 
 

直
通
電
話 

０
４
２
―
５
５
０
―
９
１
４
９ 

 

 
 ③
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
に
基
づ
く
長
期
避
難
世

帯
の
認
定
及
び
都
の
対
応

に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１ 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
基

づ
く
長
期
避
難
世
帯
の
認
定 

 

三
宅
島
噴
火
災
害
等
に
よ
り
三
宅

村
の
居
住
不
能
状
態
が
継
続
し
て
お

り
、
か
つ
、
そ
の
状
態
が
引
き
続
き

長
期
に
わ
た
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
東
京
都
は
、
三
宅
島
に
居
住

し
て
い
た
世
帯
を
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
の
長
期
避
難
世
帯
と
し
て
認

定
し
、
国
に
報
告
す
る
と
と
も
に
公

示
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
世
帯
で
あ
っ
て
、
同
法

に
定
め
る
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
制
度
が
適

用
さ
れ
、
申
請
に
よ
り
支
援
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。 

詳
細
は
別
紙
の
通
り
で
す
。 

 ２ 

東
京
都
の
対
応
に
つ
い
て 

（
１
）
三
宅
村
は
全
世
帯
が
被
災
者

生
活
再
建
支
援
法
の
長
期
避
難
世
帯

と
し
て
認
定
さ
れ
た
が
、
支
援
金
は

前
年
度
収
入
及
び
年
齢
の
要
件
が
あ

る
た
め
、
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
世

帯
が
生
じ
る
。 

し
か
し
、
当
該
島
民
も
、
全
島
避

難
に
伴
い
離
職
し
た
り
、
自
営
業
を

営
む
こ
と
が
困
難
と
な
る
な
ど
、
収

入
の
途
を
絶
た
れ
生
活
に
困
窮
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。 

 

よ
っ
て
、
同
法
の
支
援
金
支
給

対
象
と
は
な
ら
な
い
世
帯
で
、
現
に
、

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、

法
の
支
援
金
に
準
じ
て
都
独
自
に
支

援
金
を
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
２
）
支
給
対
象
者 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
に
よ
る

支
援
金
の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
世

帯
で
、
退
避
生
活
に
よ
り
収
入
の
途

を
失
っ
た
も
の
。 

（
３
）
支
給
金
額 

複
数
世
帯:

５
０
万
円 

単
身
世
帯:

３
７
万
５
千
円 

※ 

法
に
定
め
る
年
収
５
０
０
万
円

超
、
８
０
０
万
円
以
下
で
、
年
齢
等

の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
支
給
さ

れ
る
額
に
準
じ
た
額
と
す
る
。 

  

④
被
災
者
生
活
再
建
支
援

法
に
基
づ
く
申
請
受
付
に

つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
宅
村
は
、
被
災
者
生
活
再
建
支

援
法
に
基
づ
く
申
請
受
付
を
下
記
の

と
お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
東
京
都
支

援
金
の
申
請
受
付
窓
口
も
設
置
さ
れ

ま
す
。 

 

な
お
、
申
請
受
付
に
際
し
、
各
世

帯
毎
に
受
付
場
所
及
び
日
時
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

記 

１ 

受
付
期
間 
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平
成
１
２
年
１
２
月
１
１
日
（
月
）

か
ら
１
２
月
１
４
日
（
木
）
ま
で 

２ 

受
付
場
所
（
各
世
帯
毎
に
場
所

指
定
） 

(

１) 

区
部
、
島
し
ょ
及
び
近
県
等

の
世
帯 

東
京
都
公
文
書
館
６
階
講
堂
（
三
宅

村
東
京
事
務
所
が
あ
る
施
設
） 

（
東
京
都
港
区
海
岸
１
―
１
３
―
１

７
） 

(

２) 

多
摩
地
区
及
び
近
県
等
の
世

帯 東
京
都
立
川
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
１

階
体
育
館
（
三
宅
村
立
川
事
務
所
が

あ
る
施
設
） 

（
立
川
市
緑
町
３
２
３
３
―
２
） 

 

※ 

２
ヶ
所
同
時
に
受
付
窓
口
を
設

置
し
ま
す
。 

３ 

受
付
時
間
（
各
世
帯
毎
に
時
間

指
定
） 

(

１) 
 

９
時
半
～
１
０
時
半
ま
で 

(

２) 

１
１
時
半
～
１
２
時
半
ま
で 

(

３) 

１
３
時
半
～
１
４
時
半
ま
で 

(

４) 

１
５
時
半
～
１
６
時
ま
で 

 

⑤
三
宅
島
避
難
島
民
に
対

す
る
都
営
住
宅
等
の
使
用

許
可
期
間
の
延
長
に
つ
い

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

避
難
島
民
に
提
供
し
た
都
営
住
宅

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
よ
う

に
、
使
用
許
可
期
間
を
延
長
致
し
ま

す
。 ま
た
、
近
県
、
区
市
、
都
市
基
盤

整
備
公
団
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社

に
提
供
願
っ
て
い
る
住
宅
に
つ
き
ま

し
て
も
、
同
様
の
取
扱
を
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。                                   

 
記 

１ 

使
用
期
間
の
更
新 

当
初
許
可
期
間
終
了
日
の
翌
日
か

ら
引
き
続
き
３
か
月
間
の
使
用
を
許

可
す
る
。 

２ 

許
可
対
象
者 

三
宅
島
火
山
活
動
に
伴
う
避
難
者

で
、
都
営
住
宅
等
の
使
用
を
希
望
す

る
者
全
員
と
す
る
。 

３ 

使
用
料 

 

引
き
続
き
免
除
す
る
。 

 

⑥
三
宅
島
、
新
島
、
神
津

島
近
海
地
震
等
に
係
る
義

援
金
の
各
村
へ
の
第
２
回

配
分
に
つ
い
て 
 

三
宅
島
・
新
島
・
神
津
島
近
海
地

震
等
に
係
る
義
援
金
に
つ
い
て
は
、

昨
日
、
第
２
回
目
の
配
分
を
行
い 

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

な
お
、
３
村
へ
の
配
分
額
に
つ
い

て
は
、
１
０
月
２
０
日
に
開
催
さ
れ

た
「
東
京
都
義
援
金
募
集
配
分
委
員

会
」
に
お
い
て
、
第
２
回
目
以
降
の

配
分
割
合
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
割
合
に
従
っ
て
い
ま
す
。 

 

１ 

配
分
総
額 

 
 
 
 

４
億
円 

 
 

２ 

現
在
ま
で
に
東
京
都
に
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
の
額
（
既
配
分
額
を
含

む
。
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
、
４
９
６
、
８
１
６
、
９
４
７ 

円 
 

（
１
１
月
３
０
日
現
在
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
参 

考
） 

（
１
）
第
１
回
目
の
配
分
は
、
１
０

月
２
０
日
に
行
い
、
三
宅
村
（
７
億

５
千
万
円
）
、
新
島
村(

１
億
５
千

万
円)

、
神
津
島
村
（
１
億
円
）
の

計
１
０
億
円
で
し
た
。 

（
２
）
義
援
金
の
受
付
け
は
、
現
在

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

３ 

３
村
へ
の
配
分
額 

 

                         

２億１千万円 

村    名 

三宅村 

新島村 

神津島村 

今回の配分額 

３億円 

６千万円 

４千万円 

配分率 

７５％ 

１５％ 

１０％ 

第１回、第２回の配分額合計

１０億５千万円 

１億４千万円 
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⑦
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
（
直
径
１
２ 

ｃ
ｍ
、
テ
ィ
ラ
ミ
ス
４
号
）
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
で
す
。 

先
着
６
０
名
の
方
に
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
次
の
よ
う
に
さ
せ
て

頂
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

１ 

希
望
す
る
方
は
１
５
日 

１
５

時
～ 

１
７
時
の
間
に
、
南
大
沢
駅

前
パ
オ
レ
ビ
ル
入
口
（
右
手
）
「
暮

ら
し
の
情
報
セ
ン
タ
ー
」
に
ケ
ー
キ

の
引
き
換
え
券
を
取
り
に
行
っ
て
下

さ
い
。
（
必
ず
、
こ
の
日
時
に
予
約

券
を
取
り
に
行
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、

先
着 

６
０
名
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。） 

 

２ 

予
約
券
に
記
載
し
て
あ
る
日
に

（
２
１
、
２
２
、
２
３
日
の
い
ず
れ

か
）
に
南
大
沢
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ー
堂

店
に
と
り
に
行
っ
て
下
さ
い
。 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

  

⑧
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
、
ベ
ビ
ー
シ
ー

ト
は
お
願
い
で
き
ま
せ
ん
か
？
と
い

う
問
い
合
わ
せ
が
、
事
務
局
や
ベ
ビ

ー
カ
ー
バ
ン
ク
担
当
者
に
、
何
件
か

あ
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

貸
し
出
し
を
お
こ
な
っ
て
い
る
交
通

安
全
協
会
に
、
三
宅
島
の
方
へ
の
貸

し
出
し
に
つ
い
て
、
問
い
合
わ
せ
を

致
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
以
下
の
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
し
出
し
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

各
交
通
安
全
協
会
に
お
願
い
致
し

ま
す
。 

ま
た
、
貸
し
出
し
の
対
応
に
変
更

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
随
時
ア
カ
コ
ッ

コ
に
て
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。 

    

 

    

                      

  

 

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域

の
ご
案
内 

 

①
多
摩
の
お
出
か
け
ス
ポ

ッ
ト
～
第
２
回 

 
 
 
 
 

ま
も
な
く
、
年
の
瀬
。
何
か
と
慌

た
だ
し
く
な
り
ま
す
が
、
た
ま
に
は
、

の
ん
び
り
近
場
の
温
泉
は
い
か
が
で

す
か
。 

★
福
福
の
湯 

 

八
王
子
市
下
柚
木
２
―
２
―
１
４ 

電
話
０
４
２
６
―
７
７
―
８
７
８
７ 

●
ア
ク
セ
ス
／
京
王
相
模
原
線
駅
前

バ
ス
ロ
ー
タ
ー
リ
ー
６
番
乗
り
場
か

ら
、
毎
時
１
５
分
に
送
迎
バ
ス
が
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
午
前
１
０
時

１
５
分
～
午
後
１
０
時
１
５
分
ま

で
）
南
大
沢
駅
か
ら
の
所
要
時
間
は

約
５
分
程
度
。 

●
入
浴
料
／
大
人
１
５
７
０
円 

子

ど
も
（
０
歳
～
小
学
生
）
１
１
１
０

円
／
タ
オ
ル
な
ど
の
備
品
も
つ
い
て

い
る
の
で
手
ぶ
ら
で
行
け
ま
す
。 

●
営
業
時
間
／
午
前
１
０
年
～
翌
朝

７
時
。
年
中
無
休
。
お
正
月
も
営
業

し
て
い
ま
す
。 

  電話番号 所轄地域 対応 

八王子交通安全協会 ０４２６－４６－６６８２八王子市 
１１月下旬に抽選済み。空き無し。半年貸し出

し。次回募集については未定。 

高尾交通安全協会 ０４２６－６７－３５００八王子市 
現在貸し出せない。 

多摩稲城交通安全協会 ０４２－３３７－１０１１多摩市、稲城市 
現在空き無し。次回募集２月。空きがあれば規定の期間内、三

宅の方に貸し出す。既に三宅の方に２台貸し出し済み。 

町田市交通安全協会 ０４２－７２２－６７１４町田市 
ベビーシート半年、チャイルドシート１年。一般住民と同じ
期間貸し出す。現在１０台空き有り。 
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★
ロ
テ
ン
ガ
ー
デ
ン 

 
町
田
市
相
原
３
５
８
番 

 

電
話
０
４
２
―
７
７
４
―
２
６
８
１ 

●
ア
ク
セ
ス
／
京
王
相
模
原
線
橋
本

駅
南
口
前
か
ら
毎
時
０
分
に
送
迎
バ

ス
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
口
階

段
を
降
り
て
正
面
左
手
に
乗
り
場
が

あ
り
ま
す
。
（
送
迎
バ
ス
の
運
行
は

午
前
１
０
時
～
午
後
６
時
ま
で
）
橋

本
駅
か
ら
の
所
要
時
間
は
約
５
分
程

度
。 

●
入
浴
料
／
大
人
１
０
０
０
円 

４

歳
以
上
小
学
生
５
０
０
円 

３
歳
未

満
無
料
／
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
は
販
売

２
５
０
円
（
税
込
）
。
バ
ス
タ
オ
ル

は
レ
ン
タ
ル
２
０
０
円
。
タ
オ
ル
は

持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
な
の
で
、
持
っ
て
い

っ
た
方
が
お
得
！
！ 

●
営
業
時
間
／
午
前
１
０
時
～
翌
午

前
０
時
。
年
中
無
休
。
お
正
月
も
営

業
し
て
い
ま
す
。 

い
ず
れ
も
、
年
末
年
始
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ

い
。 

 

ご
報
告 

①
１
２
月
３
日
開
催
の
島

民
ふ
れ
あ
い
集
会
で
の
火

山
噴
火
予
知
連
絡
会
井
田

喜
明
会
長
講
演 

http://www.miyakejima.net/ 

三
宅
島
噴
火
の
流
れ 

第
１
ス
テ
ー
ジ: 

６
／
２
６
頃
、
島
の
西
南
部
で
地

震
が
多
発
。
や
が
て
、
海
に
。
マ
グ

マ
が
西
方
海
域
に
移
動
。 

海
底
噴
火
す
る
。
神
津
島
、
新
島
方

面
の
地
震
も
こ
れ
に
よ
る
も
の
。 
こ
こ
ま
で
は
、
我
々
は
完
全
に
把
握

し
て
い
た
。 

 

第
２
ス
テ
ー
ジ: 

雄
山
陥
没
↓
カ
ル
デ
ラ
の
形
成 

マ
グ
マ
が
山
麓
で
消
費
さ
れ
て
、
山

頂
部
の
マ
グ
マ
が
マ
グ
マ
だ
ま
り
に

向
け
て
下
が
っ
た
た
め
、
山
頂
が
陥

没
。
そ
の
際
に
、
規
模
の
小
さ
な
噴

火
が
発
生
（
７
／
８
や
７
／
１
４
） 

そ
の
後
が
不
可
解
。 

８
／
１
８
、
あ
ん
な
に
大
き
な
噴
煙

が
あ
が
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
マ
グ
マ

が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
マ
グ

マ
内
部
の
圧
力
が
低
く
な
り
、
ガ
ス

等
が
出
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。 

実
際
、
９
月
以
降
大
量
の
火
山
ガ
ス

が
出
て
い
る
。  

８
／
２
９
の
噴
火 

上
方
に
行
く
噴
煙
と
、
山
麓
に
下
が

る
の
が
あ
っ
た
。
後
者
は
、
海
ま
で

達
し
た
が
、
こ
れ
を
火
砕
流
と
呼
ぶ

か
ど
う
か
、
か
な
り
議
論
が
あ
っ
た
。

温
度
の
高
く
な
い
危
険
で
は
な
い
火

砕
流
だ
っ
た
。  

第
３
ス
テ
ー
ジ: 

黒
色
の
噴
煙
が
白
色
に
な
っ
た
よ
う

に
、
噴
火
そ
の
も
の
が
起
こ
る
可
能

性
は
な
く
な
っ
た
と
思
う
。 

だ
か
ら
、
９
月
初
め
に
は
、
も
う
噴

火
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
考
え
て
い
た

が
、
や
は
り
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

た
だ
、
マ
グ
マ
か
ら
大
量
の
ガ
ス
が

発
生
し
、
そ
れ
が
出
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。 

た
だ
し
、
三
宅
島
の
よ
う
な
例
は
世

界
的
に
み
て
も
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
多

量
の
ガ
ス
が
出
る
例
は
な
い
。 

（
数
例
を
出
し
て
比
較
。
桜
島
の
１

０
倍
以
上
と
強
調
）  

今
回
の
噴
火
の
考
え
方
（
井
田
個
人

の
考
え
）  

マ
グ
マ
が
上
昇
し
た
が
、
そ
れ
が

山
麓
に
向
か
っ
た
。  

山
頂
か
ら
マ
グ
マ
は
下
が
っ
て
、

山
頂
陥
没
し
た
。  

マ
グ
マ
内
の
圧
力
が
下
が
っ
て
ガ

ス
が
出
や
す
く
な
っ
た
。  

火
山
ガ
ス
が
大
量
に
出
る
こ
と
と

な
っ
た
。  

火
山
活
動
が
活
発
な
時
期
は
終
わ

っ
た
。  

今
後
の
見
通
し  
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火
山
ガ
ス
に
つ
い
て:  

 
気
象
庁
か
ら
毎
日
出
さ
れ
る
火
山

ガ
ス
の
デ
ー
タ
を
見
る
。 

 

敢
え
て
、
非
常
に
楽
観
的
に
考
え

て
、
こ
の
３
ヶ
月
で
Ｓ
Ｏ
２
の
量
が

１
／
３
に
な
っ
た
と
仮
定
す
る
。 

  

住
民
が
住
め
る
の
は
、
桜
島
レ
ベ

ル
と
仮
定
す
る
。 

 

直
線
的
に
落
ち
れ
ば
、
あ
と
、
３

ヶ
月
で
桜
島
レ
ベ
ル
に
な
る
。 

 

指
数
関
数
的
に
落
ち
る
と
仮
定
す

る
と
、
１
年
程
度
は
か
か
る
。 

 

た
だ
、
突
然
ガ
ス
が
出
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
３
ヶ
月
～
１

年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

た
だ
し
、
こ
れ
は
ガ
ス
量
が
３
ヶ

月
で
１
／
３
に
な
っ
た
と
考
え
て
の

こ
と
で
あ
る
。  

噴
火  

噴
火
の
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。  

た
だ
、
ガ
ス
の
通
り
道
が
つ
ま
っ

た
ら
、
爆
発
す
る
か
も
し
れ
な
い
。  

質
疑
応
答  

エ
ト
ナ
火
山
（
イ
タ
リ
ア
）
の
ガ

ス
は
ど
の
程
度
で
収
ま
っ
て
、
住
民

は
帰
る
こ
と
が
で
き
た
の
か  

 

エ
ト
ナ
で
は
始
終
ガ
ス
は
出
て
い

る
し
、
噴
火
も
毎
日
の
よ
う
に
起
こ

っ
て
い
る
。
住
民
は
火
山
の
近
く
に

は
住
ん
で
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
エ

ト
ナ
と
三
宅
島
は
比
較
で
き
な
い
。 

 

三
宅
島
へ
の
帰
島
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
今
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
も

う
少
し
長
い
間
の
デ
ー
タ
収
集
が
必

要
。 

  観
測
機
器
の
設
置
は
い
つ
頃
か
。 

充
分
な
デ
ー
タ
の
集
積
は
い
つ
頃

か
。
そ
し
て
、
我
々
島
民
は
ど
の
く

ら
い
の
年
月
の
避
難
生
活
を
想
定
し

て
い
い
の
か
。
は
っ
き
り
と
述
べ
て

欲
し
い
。 

  観
測
機
器
は
８
月
時
点
で
の
１
／

３
程
度
。
観
測
点
も
少
な
い
。
が
、

地
震
や
傾
斜
計
の
観
測
デ
ー
タ
で
は

異
常
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
し
、
必

要
な
デ
ー
タ
は
入
っ
て
き
て
い
る
。

火
山
ガ
ス
排
出
量
の
デ
ー
タ
の
蓄
積

が
必
要
。
避
難
期
間
に
つ
い
て
は
、

講
演
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
し
か
な
い
。
火
山
ガ

ス
の
放
出
が
な
く
な
っ
た
ら
大
丈
夫

か
、
と
い
う
の
も
、
そ
の
後
の
噴
火

の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
今
は
大
丈

夫
と
は
言
え
な
い
。 
 

な
お
、
１
２
月
中
旬
に
火
山
噴
火

予
知
連
絡
会
の
会
合
が
あ
り
、
そ
こ

で
検
討
さ
れ
る
だ
ろ
う
。  

 

な
ぜ
緊
急
火
山
情
報
を
出
さ
な
い
の

か
。 

  

緊
急
火
山
情
報
と
は
、
「
生
命
・

身
体
に
か
か
わ
る
火
山
活
動
が
発
生

し
た
場
合
」
、
つ
ま
り
、
事
後
に
発

表
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
有
珠
山
や

三
宅
島
の
６
月
で
出
し
た
の
は
、
厳

密
に
言
え
ば
、
ル
ー
ル
違
反
。
試
行

的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い

る
。
人
的
被
害
を
後
追
い
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
辺
は
整
備
中
。
緊
急

か
臨
時
か
は
重
視
せ
ず
、
中
身
を
重

視
し
た
上
で
、
考
え
て
欲
し
い
。 

 

緊
急
火
山
情
報
と
臨
時
火
山
情
報

で
み
な
さ
ん
の
受
け
取
り
方
が
そ
れ

ほ
ど
違
う
の
か
を
初
め
て
知
っ
た
と

き
、
驚
い
た
。  

 

行
政
は
緊
急
火
山
情
報
な
ら
す
ぐ
に

避
難
。
臨
時
火
山
情
報
だ
と
そ
う
し

な
い
よ
う
だ
が
。 

  

火
山
情
報
の
種
類
と
行
政
の
対
応

は
連
動
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
火

山
情
報
の
中
身
が
重
要
。
８
月
の
噴

火
の
と
き
に
は
、
東
京
都
に
は
気
象

庁
の
人
と
一
緒
に
行
っ
て
説
明
し
た
。 

  ８
月
１
８
日
の
噴
火
で
は
、
最
初

８
０
０
０
ｍ
と
い
う
発
表
で
そ
れ
が

後
日
訂
正
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
東
京

都
は
未
だ
に
８
０
０
０
ｍ
だ
と
い
っ

て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
当
に
伝
え

た
の
か
。 

  伝
え
て
い
る
が
、
気
象
庁
と
行
政

の
間
で
１
０
０
％
正
確
に
伝
わ
っ
て

い
る
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
改
善
す
べ
き
も
の
と
思
う
。  

 

８
月
１
８
日
の
噴
火
で
は
人
は
死

な
な
か
っ
た
け
ど
、
大
き
な
噴
石
や

火
山
礫
が
部
落
ま
で
飛
ん
で
き
た
。

こ
れ
で
も
緊
急
火
山
情
報
は
出
な
い

の
か
。
人
が
死
な
な
い
と
出
な
い
の
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か
。  

 
さ
き
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
天

気
予
報
と
違
っ
て
、
事
後
に
出
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。 

  雄
山
の
陥
没
は
非
常
に
深
く
大
き

い
の
で
、
雄
山
自
体
が
崩
壊
す
る
恐

れ
は
な
い
の
か
。
山
の
崩
落
な
ど
の

影
響
は
な
い
か  

 

陥
没
し
た
山
は
そ
ん
な
に
不
安
定

な
も
の
だ
と
考
え
て
い
な
い
。
内
側

に
軽
く
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
は
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
住
民
の
生
活
し
て
い
る
島
の
外

周
部
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。  

  

②
都
民
交
響
楽
団
の
「
が

ん
ば
れ
！
三
宅
島
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
お

礼 
  

当
日
は
、
約
３
０
０
名
の
お
客
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
約

１
割
が
、
八
王
子
近
辺
に
避
難
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
三
宅
島
住
民
の

方
々
で
し
た
。 

 

演
奏
は
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
、

特
に
、
八
王
子
在
住
で
当
団
と
は
巡

回
音
楽
教
室
な
ど
で
共
演
し
た
新
進

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・
田
中
三
佐
代
様
に

よ
る
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
の
数
々
が
、

盛
大
な
拍
手
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で

き
、
急
遽
ア
ン
コ
ー
ル
演
奏
を
い
た

し
ま
し
た
。 

 

当
日
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様

か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
義
援
金
は
、

総
額
、
３
１
万
２
０
０
０
円
に
上
り
、

こ
れ
は
全
額
、
三
宅
島
村
の
口
座

（
村
長
名
義
）
に
振
り
込
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
民
交
響
楽
団 

 

運
営
委
員
長 

 
 
 

麻
生
重
樹 

   

③
ベ
ビ
ー
カ
ー
バ
ン
ク
の

実
績 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１
２
月
１
日
、
久
し
ぶ
り
に
、
む

す
ぶ
会
事
務
局
へ
、
あ
き
る
の
市

（
五
日
市
）
の
三
宅
の
方
か
ら
、
Ｂ

型
ベ
ビ
ー
カ
ー
ご
希
望
の
お
申
し
出

が
あ
り
、
１
２
月
５
日
に
、
お
届
け

致
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
提
供
の
ほ
う
は
、
こ
の
２

週
間
の
間
に
、
一
般
の
方
（
多
摩
市
、

相
模
原
市
）
か
ら
、
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
の
新
規
ご
登
録
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
と
こ
ろ
、
三
宅
の
方
か
ら
の

ベ
ビ
ー
カ
ー
ご
希
望
は
、
ほ
と
ん
ど

無
い
状
態
で
す
の
で
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

バ
ン
ク
へ
の
新
規
の
提
供
登
録
は
、

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
当
分
の
間
、

お
休
み
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
三
宅
の
方
か
ら
の
ベ
ビ
ー

カ
ー
ご
希
望
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮

な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

ベ
ビ
ー
カ
ー
バ
ン
ク
連
絡
先: 

三
宅
島
と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
事
務
局 

電
話
０
４
２
―
３
５
７
―
７
０
１
２ 

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
４
２
―
３
５
７
―
７
０
１
３ 

 
④
１
１
／
３
０
開
催
の
三

宅
島
自
主
保
育
サ
ー
ク
ル

「
ど
る
ふ
ぃ
ん
」i

n

大
妻

女
子
大
学
の
様
子 

１
１
月
３
０
日
、
第
１
回
の
三
宅

島
自
主
保
育
サ
ー
ク
ル
「
ど
る
ふ
ぃ

ん
」in

大
妻
女
子
大
学
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

会
場
は
、
広
い
絨
毯
の
遊
ぶ
ス
ペ

ー
ス
と
、
そ
れ
よ
り
少
し
狭
い
絨
毯

の
部
屋
、
こ
こ
は
、
小
さ
い
子
供
が

休
憩
し
た
り
、
食
事
を
し
た
り
す
る

ス
ペ
ー
ス
。 

い
す
と
テ
ー
ブ
ル
の
あ
る
部
屋
と

赤
ち
ゃ
ん
の
眠
る
部
屋
も
あ
り
、
至

れ
り
尽
く
せ
り
で
し
た
。 

絨
毯
の
部
屋
は
、
１
面
は
鏡
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
が
、
子
供
た
ち
が

ぶ
つ
か
っ
て
け
が
を
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
と
、
前
日
の
夜
遅
く
ま
で

か
か
っ
て
、
大
妻
女
子
大
の
学
生
さ

ん
た
ち
で
、
段
ボ
ー
ル
を
貼
っ
て
、

か
わ
い
い
貼
り
絵
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
た
の
で
、
子
供
た
ち
も
大
喜
び
、

お
母
さ
ん
た
ち
も
、
そ
の
配
慮
に
感

激
し
て
い
ま
し
た
。 

大
妻
女
子
大
の
学
生
さ
ん
が
大
勢

来
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
三
宅
村
か

ら
も
、
保
育
士
さ
ん
と
園
長
先
生
も

来
て
く
だ
さ
り
、
子
供
た
ち
と
遊
ん

で
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
お
母
さ
ん
た

ち
は
田
中
先
生
を
中
心
と
し
て
、
大

妻
女
子
大
の
先
生
方
と
一
緒
に
、
テ

ー
ブ
ル
の
部
屋
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
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を
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
考
え
て
み
る
と
、
ど
る
ふ
ぃ
ん
は
、

活
動
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
お
母

さ
ん
同
士
で
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

き
ち
ん
と
話
し
合
う
機
会
が
あ
ま
り

な
く
、
話
は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

子
供
た
ち
も
、
思
う
存
分
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
、
大
満
足
の
顔
を
し
て
い

ま
し
た
。 

大
妻
女
子
大
の
先
生
方
、
学
生
さ

ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

（
文
責 

岩
田
紀
子
） 

 

⑤
鼓
童
文
化
財
団｢

三
宅
島

支
援
～
太
鼓
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
＆
ト
ー
ク｣ 

（
財
）
鼓
童
文
化
財
団 

事
務
局 

井
上
由
香
さ
ん
よ
り
、
先
日
の
「
三

宅
島
支
援 

～
太
鼓
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
＆
ト
ー
ク
」
に
つ
い
て
、

お
礼
の
電
子
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
来

ま
し
た
。 

井
上
さ
ん
の
了
解
済
み
で
す
の
で
、

転
載
い
た
し
ま
す
。 

-------------- 

先
日
は
、
世
田
谷
で
の
三
宅
島
支
援

の
催
し
に
ご
来
場
下
さ
い
ま
し
て 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
４
０
名
ほ
ど
の
参
加
者
の
う
ち
、 

３
５
名
の
島
民
の
方
々
に
も
お
越
し

い
た
だ
け
て
、
お
か
げ
さ
ま
で
あ
た

た
か
い
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

実
は
、
島
民
の
方
は
お
仕
事
や
環

境
の
変
化
、
地
理
的
に
遠
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
今
回
の
参
加
は
難
し
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。 

主
催
者
な
が
ら
、
こ
ち
ら
の
メ
ン

バ
ー
自
身
、
感
き
わ
ま
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ご
来
場
い
た
だ
い
た
他
の
皆
様
に
、

ま
た
告
知
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

方
々
に
お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
大
変
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。 

 

１
２
／
３
の
全
島
集
会
に
も
お
邪

魔
し
て
き
ま
し
た
。
小
学
校
の
校
庭

い
っ
ぱ
い
、
私
の
住
む
佐
渡
で
も
見

か
け
る
よ
う
な
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
「
わ
あ
、
久

し
ぶ
り
～
」
「
今
ど
こ
に
住
ん
で
る

の
？
」
と
（
不
安
を
抱
え
な
が
ら

も
） 

嬉
し
そ
う
に
再
会
を
喜
ん
で
い
た
の

が
胸
に
し
み
ま
し
た
。 

ち
ょ
う
ど
佐
渡
農
協
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
お
米
と
切
り
餅
が
配
布
さ
れ
て

い
て
、
な
が
ー
い
列
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

な
ん
だ
か
ワ
イ
ワ
イ
な
ご
や
か
だ
っ

た
の
が
、
か
え
っ
て
印
象
的
で
し
た
。 

初
め
て
の
全
島
集
会
と
い
う
こ
と

で
、
報
道
関
係
者
の
集
ま
り
も
す
ご

か
っ
た
で
す
。 

 

（
財
）
鼓
童
文
化
財
団 

 

事
務
局 

井
上
由
香 

 

〒
９
５
２
―
０
６
１
１ 

 

新
潟
県
佐
渡
郡
小
木
町
金
田
新
田

１
４
８
―
１ 

電
話
０
２
５
９
―
８
１
―
４
１
０
０ 

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
２
５
９
―
８
６
―
３
６
３
１ 

e-mail. JDN05566@nifty.ne.jp 

http://www.kodo.or.jp 

 ----------------- 

  催
し
物
の
ご
案
内 

①
１
２
／
１
９
の
三
宅
島

自
主
保
育
サ
ー
ク
ル
ｉ
ｎ

大
妻
女
子
大
学
で
の
ク
リ

ス
マ
ス
会
の
ご
案
内 

１
２
月
１
９
日
、
三
宅
島
自
主
保

育
サ
ー
ク
ル
「
ど
る
ふ
ぃ
ん
」in

大

妻
女
子
大
学
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行

い
ま
す
。 

時
間
は
１
３
時
か
ら
１
５
時
ま
で

で
す
。
（
た
だ
し
、
１
１
時
か
ら
通

常
通
り
部
屋
は
使
え
ま
す
。 

こ
ら
れ
る
人
は
１
１
時
か
ら
来
て

遊
ん
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
、
お

昼
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。） 

大
妻
の
お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
と
唄
っ
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
遊
び
ま
し
ょ

う
。 お
菓
子
と
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意

し
て
い
ま
す
。 

み
ん
な
で
楽
し
く
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
し
ま
し
ょ
う
。 

普
段
参
加
で
き
な
い
方
も
是
非
、

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
文
責 

岩
田
紀
子
） 

 

三
宅
島
住
民
の
声 

①
神
着
、
利
八
屋
の
持
論

(

２)
:

こ
の
災
害
は｢

時
間

の
災
害｣

だ
な
。 
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http://www.miyakejima.net/ 
こ
の
ご
ろ
、
挨
拶
が
変
わ
っ
た
の

よ
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
は
、
「
お
め

ー
、
な
に
し
て
ん
だ
」
っ
て
聞
い
て

も
「
い
や
ー
、
な
に
も
し
て
ね
ー

よ
」
っ
て
言
っ
て
た
ん
だ
よ
な
。
す

ぐ
帰
れ
る
か
と
思
っ
て
た
か
ら
な
。

で
も
よ
、
最
近
は
「
仕
事
を
探
さ
ね

ー
と
な
」
っ
て
言
う
の
よ
。
こ
の
災

害
が
長
引
く
っ
て
、
み
ん
な
わ
か
り

は
じ
め
た
の
よ
。
で
な
、
こ
の
災
害

は
な
、
時
間
と
の
勝
負
な
ん
だ
よ
。

震
災
み
た
い
に
ド
ン
と
壊
れ
ち
ま
っ

て
、
で
、
そ
れ
か
ら
復
興
が
は
じ
ま

る
っ
て
い
う
も
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
じ
わ

じ
わ
と
な
、
帰
れ
ね
え
日
が
長
引
く

と
長
引
く
ほ
ど
被
害
が
大
き
く
な
る
、

そ
ん
な
時
間
の
災
害
な
ん
だ
よ
。  

島
に
帰
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
考
え
ろ 

 

た
と
え
ば
よ
、
う
ち
は
食
料
品
だ

か
ら
、
半
年
で
帰
れ
れ
ば
、
腐
っ
た

食
品
や
賞
味
期
限
が
切
れ
た
食
品
を

捨
て
て
新
し
く
仕
入
れ
れ
ば
な
ん
と

か
営
業
を
再
開
で
き
る
ね
。
そ
れ
で

も
１
０
０
０
万
ぐ
ら
い
か
か
る
な
。

で
も
よ
、
こ
れ
が
１
年
と
か
に
な
っ

て
み
な
。
今
度
は
冷
凍
庫
を
取
り
替

え
た
り
し
ね
え
と
い
け
ね
ぇ
か
も
し

れ
ね
ぇ
。
半
年
な
ら
ペ
ン
キ
を
塗
れ

ば
修
繕
で
き
る
屋
根
も
、
１
年
と
か

２
年
と
か
た
て
ば
ト
タ
ン
を
張
り
替

え
な
く
っ
ち
ゃ
い
け
な
く
な
る
か
も

し
れ
ね
ぇ
。
１
年
以
上
経
っ
た
ら
、

１
０
０
０
万
じ
ゃ
、
と
っ
て
も
足
り

ね
ぇ
。
２
年
経
っ
た
ら
、
島
に
帰
れ

ね
ぇ
人
が
何
人
出
る
か
。
そ
の
人
が

帰
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、
そ
れ
を
今
の
う
ち
か
ら
見
極
め

て
手
を
打
た
な
き
ゃ
い
け
ね
ぇ
。
清

漁
だ
っ
て
、
帰
っ
て
す
ぐ
に
は
、
腐

っ
ち
ま
っ
た
く
さ
や
と
仕
入
れ
て
あ

っ
た
魚
を
何
ト
ン
も
捨
て
な
く
っ
ち

ゃ
い
け
な
い
だ
ろ
。
一
人
で
そ
れ
を

片
付
け
る
と
こ
ろ
か
ら
仕
事
が
始
ま

る
わ
け
よ
。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
考

え
て
み
な
。
干
物
作
り
か
ら
は
じ
め

て
、
だ
ん
だ
ん
く
さ
や
の
タ
レ
を
育

て
て
、
何
年
も
か
か
る
だ
ろ
。 

な

ん
ぼ
か
か
る
か
を
み
ん
な
に
わ
か
っ

て
も
ら
わ
な
く
っ
ち
ゃ
い
け
ね
ぇ
。 

取
り
替
え
る
畳
の
枚
数
、
布
団
の
枚

数
を
数
え
と
け
。 

 

た
と
え
ば
よ
、
畳
。
来
年
梅
雨
が

明
け
れ
ば
、
畳
も
腐
る
。
民
宿
な
ら

よ
、
布
団
も
取
り
替
え
な
く
ち
ゃ
い

け
ね
ぇ
。
島
に
帰
る
日
が
遠
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
取
り
替
え
な
く
ち
ゃ

い
け
ね
ぇ
も
の
が
増
え
る
の
が
こ
の

災
害
さ
。
「
さ
ぁ
、
帰
り
ま
し
た
、

で
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」
っ
て
慌

て
て
島
を
捨
て
る
の
さ
。
だ
か
ら
、 

こ
こ
に
避
難
し
て
る
う
ち
に
考
え
な

く
っ
ち
ゃ
い
け
ね
ぇ
。
準
備
し
て
お

か
な
き
ゃ
い
け
ね
ぇ
金
や
人
や
物
が

だ
ん
だ
ん
増
え
る
の
が
こ
の
災
害
さ
。

災
害
と
復
興
が
平
行
し
て
進
む
の
が

こ
の
災
害
な
の
さ
。 

安
心
し
て
帰

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
１
年

後
な
ら
畳
は
何
枚
、
２
年
後
な
ら
ト

タ
ン
は
何
枚
、
必
要
な
金
は
ど
れ
だ

け
、
っ
て
考
え
て
お
か
な
き
ゃ
な
ん

ね
ぇ
。
そ
れ
を
想
像
で
き
な
く
っ
ち

ゃ
、
こ
の
大
災
害
は
乗
り
越
え
れ
ね

ぇ
よ
。
井
戸
だ
っ
て
使
え
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
ね
ぇ
。
掘
り
な
お
す
の

か
？
全
部
水
道
に
切
り
替
え
る
の

か
？ 

そ
の
た
め
に
な
に
が
必
要
か
、

今
か
ら
い
ろ
ん
な
人
の
知
恵
を
借
り

て
考
え
て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
な
ぇ

の
が
、
こ
の
災
害
な
ん
だ
よ
。  

 

シ
ロ
ア
リ
は
ガ
ス
で
死
ぬ
ん
か
？ 

 

松
と
杉
が
枯
れ
た
っ
て
な
。
あ
れ

は
シ
ロ
ア
リ
の
巣
に
な
る
ぞ
。
帰
っ

た
は
い
い
が
、
家
は
シ
ロ
ア
リ
に
や

ら
れ
て
る
か
も
し
れ
ね
ぇ
。
山
の
木

は
よ
、
み
ん
な
枯
れ
て
る
。
根
が
枯

れ
て
山
が
荒
れ
る
の
は
、
５
年
６
年

経
っ
て
か
ら
か
も
し
れ
ね
ぇ
。
大
雨

で
も
降
っ
た
ら
土
石
流
が
出
る
ぞ
。

ん
じ
ゃ
、
今
の
う
ち
に
、
イ
タ
ド
リ

で
も
禿
山
に
植
え
て
お
く
か
、
そ
ん

な
算
段
も
し
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
ね

ぇ
。
山
や
草
地
に
詳
し
い
人
に
今
の
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う
ち
に
相
談
し
て
お
く
。
そ
れ
が
安

心
し
て
島
に
帰
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
よ
な
。 

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

考
え
て
お
か
な
く
っ
ち
ゃ
い
け
ね
ぇ
。 

都
道
よ
り
村
道
、
必
要
な
の
は
家
の

ま
わ
り
を
ど
う
す
る
か
。 

 

野
田
君
は
さ
、
前
が
村
道
だ
か
ら
、

自
分
で
「
砂
（
灰
）
取
り
」
か
ら
は

じ
め
ね
ぇ
と
い
け
な
ぇ
よ
な
。
都
道

は
よ
、
都
が
き
れ
い
に
直
す
の
は
は

っ
き
り
し
て
る
の
よ
。
だ
け
ど
も
よ
、

自
分
の
暮
ら
し
に
一
番
近
い
の
は
村

道
な
の
よ
。
村
は
村
道
で
暮
ら
し
て

い
る
わ
け
な
の
さ
。
で
も
、
視
察
の

バ
ス
で
走
っ
て
も
、
ヘ
リ
で
飛
ん
で

も
、
走
る
の
も
写
す
の
は
都
道
ば
か

り
な
の
さ
。
川
田
の
ダ
ム
は
あ
ふ
れ

は
じ
め
た
っ
て
言
っ
て
た
な
。
伊
ケ

谷
の
鉢
巻
か
ら
上
の
森
林
組
合
の
伐

採
後
あ
す
こ
も
心
配
よ
。
都
道
か
ら

は
見
え
ね
ぇ
と
こ
ろ
こ
そ
、
危
ね
ぇ

ん
だ
。  

具
体
的
な
暮
ら
し
か
ら
考
え
ね
ぇ

と
い
け
ね
ぇ
。 

島
魂
も
ね
、
そ
う
し
た
、
家
か
ら

考
え
る
、
村
道
か
ら
か
ら
考
え
る
っ

て
こ
と
を
し
た
ら
ど
う
か
な
。
そ
ろ

そ
ろ
、
具
体
的
な
暮
ら
し
の
側
か
ら

物
を
考
え
て
い
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
な
。 

そ
れ
は
誰
も
考
え
て
く
れ
ね
ぇ
。

だ
け
ど
島
に
帰
れ
る
か
ど
う
か
は
そ

こ
で
決
ま
る
。
今
の
う
ち
か
ら
、
帰

る
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
、
た
と
え

ば
畳
や
布
団
の
枚
数
や
、
ペ
ン
キ
の

量
や
ト
タ
ン
の
枚
数
を
数
え
る
の
が
、

島
魂
し
か
で
き
ね
ぇ
こ
と
じ
ゃ
な
い

の
か
な
。 

お
め
ら
、
島
か
ら
出
る
と
き
に

「
一
緒
に
島
に
帰
る
そ
の
日
ま
で
」

っ
て
、
こ
こ
に
書
い
て
い
た
じ
ゃ
ね

ぇ
か
。
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
を
や
れ
。 

 
 

俺
は
相
談
に
の
る
し
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
も
覚
え
る
。  

 

 

Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
手
に
入

れ
て
、
姪
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
使

い
は
じ
め
よ
う
と
し
て
い
る
利
八
屋

は
現
在
、
足
立
区
の
団
地
に
避
難
し

て
い
る
。  

２
０
０
０
年
１
１
月
１
４
日 

（
文
責 

藤
井
） 

  

大
妻
女
子
大
学
か
ら
三
宅

島
の
み
な
さ
ん
へ 
  

２
０
０
０
年
が
暮
れ
よ
う
と

し
て
お
り
ま
す
。
年
末
で
あ
わ

た
だ
し
い
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。 

皆
さ
ま
日
々
、
い
か
が
お
す
ご

し
か
と
存
じ
ま
す
。
三
宅
島
か

ら
離
れ
て
お
ら
れ
る
な
か
で
の

生
活
、
さ
ぞ
ご
苦
労
、
ご
心
配

が
多
い
こ
と
と
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

多
摩
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
（
高

い
場
所
）
に
あ
る
大
妻
女
子
大

学
、
そ
の
人
間
関
係
学
部
で
は
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
皆
さ
ま
方
を

サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

「
ア
カ
コ
ッ
コ
」
の
取
材
、

編
集
、
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、

大
妻
女
子
大
学
の
人
間
関
係
学

部
の
教
員
と
学
生
、
有
志
が
そ

の
任
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
私
ど
も

の
学
部
の
社
会
心
理
学
共
同
研

究
室
で
は
、
臨
床
・
心
理
学
実

験
室
を
会
場
と
し
て
、
三
宅
島

の
方
々
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
で
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
の
資
格
を
有
す
る
教
員
が
大

切
な
役
目
を
果
た
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

皆
さ
ま
お
元
気
で
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。 

 

大
妻
女
子
大
学 

人
間
関
係
学
部
長 

山
岸 

健 

  

む
す
ぶ
会
か
ら
三
宅
島
の

皆
さ
ん
へ 

 

①
皆
さ
ん
、
お
変
わ
り
ご

ざ
い
ま
せ
ん
か
？ 
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多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
は
、
都
心

に
比
べ
る
と
気
温
が
数
度
も
低
い
と

言
わ
れ
ま
す
。
寒
さ
厳
し
き
時
節
に

な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
、
風
邪
等

ひ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

 

「
三
宅
島
と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
、
情
報
紙
「
ア
カ
コ

ッ
コ
」
の
発
行
・
配
布
、
ベ
ビ
ー
カ

ー
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
提
供
、

希
望
す
る
方
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
提
供
、
物
資
の
提
供
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
、
未
就
学

児
童
の
た
め
の
サ
ー
ク
ル
（
ど
る
ふ

ぃ
ん
）
の
支
援
活
動
、
大
学
祭
等
を

使
っ
た
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

物
資
の
提
供
の
支
援
活
動
に
お
い
て

は
、
僕
の
ミ
ス
で
、
新
聞
や
ミ
ニ
コ

ミ
誌
に
物
資
の
提
供
を
お
願
い
し
た

た
め
に
、
南
大
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

電
話
が
鳴
り
っ
ぱ
な
し
に
な
り
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
御

迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠

に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に
十
分
注
意
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
三
宅
島
と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
」
で

は
、
当
面
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
う

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

１ 

ア
カ
コ
ッ
コ
の
編
集
、
発
行
、

配
布 

２ 

大
妻
女
子
大
学
と
せ
い
が
の
森

の
ど
る
ふ
ぃ
ん
（
未
就
学
児
童
の
サ

ー
ク
ル
）
の
支
援 

３ 

む
す
ぶ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

作
成
、
公
開 

４ 

壁
新
聞
の
試
作
と
評
価
（
地
域

に
向
け
て
の
広
報
） 

５ 

物
資
の
配
付
の
支
援
活
動
（
南

大
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
呼
び
掛
け
に

応
じ
た
物
資
の
配
達
の
活
動
）
「
こ

ん
な
こ
と
を
ぜ
ひ
！
」
と
い
う
お
話

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
「
ア
カ
コ
ッ

コ
」
の
配
布
の
ス
タ
ッ
フ
に
気
軽
に

申
し
付
け
て
下
さ
い
。 

今
後
と
も
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

「
三
宅
島
と
多
摩
を
む
す
ぶ
会
」 

代
表 

生
田 

茂 
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